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 単層カーボンナノチューブ（single-walled carbon nanotube, SWCNT）における Gバンドは

軸方向が Gバンド，円周方向が Gバンドと 2つに分裂する．軸方向と偏光の向きによるラ

マン強度の変化が基板上の CNT において調べられている[1]が，孤立した架橋 SWCNTにお

いて 2つのモードが偏光によりどのような影響を受けるか明らかではない[2]．本研究では 1

本の孤立した架橋 SWCNT を成長させ Gバンドの偏光依存性を測定し，軸方向と偏光の向

きによってラマン強度がどう影響するか調べた． 

カイラリティ(9,8)の架橋 SWCNT に対して蛍光（photoluminescence: PL）及びラマン散乱

を同時分光し，Gバンドの偏光依存性を測定した．偏光は試料台を回転させることで行い，

PL強度の変化（Fig. 1(a)）とラマン強度の変化を比較した．PL強度の最大となる方向と G，

Gの強度が最大となる方向は一致したが，Gの Gに対する強度比が最大となる方向はその

垂直であった（Fig. 1(b)）．反電場効果と偏光依存性について議論する．なお，本研究は新

学術領域「ハイブリッド量子科学」15H05869の支援を受けて実施した． 
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Fig. 1(a) The polarization dependence of the PL intensity of the (9,8) SWCNT. 

Fig. 1(b) The polarization dependence of the ratio of Gintensity to Gintensity of the (9,8) SWCNT. 
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